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自己紹介

• 1974年生まれ。B型

• 埼玉県新座市在住

• 日本女子大学家政学部卒

• 1997年、NTTグループで営業職

• 2000年NPOに転職（さいたまNPOセンター、ハン
ズオン埼玉、お菓子工房COCOなど）

• 2007年クッキープロジェクト立ち上げ

（法人化は2016年）
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目的

クッキーを通じて出会い、

障がいのある人もない人も、

会社員も学生もフリーターも、大人も子どもも、

いろんな人が「まぜこぜ」になって

暮らす社会をめざす。
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なぜ まぜこぜ ？

クッキーをていねいに手作りする障がい者の働き方は、

一人ひとりができることを持ち寄って、

役割をもちながら働くことの

尊さを教えてくれます。

↓

経済成長優先で孤立化が進み、働きづらさを抱えている人が増えている現代において、

福祉のクッキーが人をつなぐツールに！
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「かわいそうだから、

買ってあげよっと！」

「プレゼントしたい♪」

クッキーの 脱・同情買い
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商品企画の勉強会

ホテルシェフや

デザイナーも

まぜこぜ

パレスホテル大宮

洋食レストラン統括シェフ

毛塚智之さん
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販売会「クッキーバザール」
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2017年、常設店オープン！

さいたま新都心

埼玉県立

小児医療センター内
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2号店 「マーブルテラス」
ここが半歩さんとの拠点
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店内は16席
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シニアやパティシエも
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障がい者も、半歩さんも。
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半歩さんって？

• 若年無業者

• もう家にいるのは「飽き
た・・・」でも一人では不
安で就職活動に踏み出
せない半歩さん。

イメージキャラクター：半歩さん



★半歩さんの傾向

• 不登校からのひきこもり、精神疾患、虚弱で、
バイトも含めて働く経験なし

• 親の介護を理由にひきこもり

• 発達障害があり、コミュニケーションが苦手、
面接は受かるが続かない

• 学歴あるが、メンタル不調で休職中、または
退職、就活に失敗

• デイケア等に通いつつ、一般就労をめざし
ている（障害者手帳あり）

• 無業のため、親に勧められて

• 20代は少なく、30後半〜50など高年齢化



私が半歩さんに思うコト

• いつもクッキー販売

を手伝ってくれて

ありがとう！

• 週5日8時間100％じゃない

働き方が、あってもいいよね。



半歩さんのステップ

ボラン
ティア
活動

社会人
基礎力

職場体験
面接対策

実践（中
間的就
労）

就労

長年無業の人が、
経験を重ねながら、
新しい人と出会うための準備



まぜこぜで働く① クッキー販売
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まぜこぜで働く②製菓製造
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まぜこぜで働く③マンション清掃
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まぜこぜで働く④カフェ・フロア係
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★半歩さんの声

「１歩ではなく半歩から」という
話で、気持ちが楽になった

生活のリズムができた

悩みを話せる仲間ができた

→働いていないと、価値がないと
思わされていることからの解放が
一歩。



現在は、

•ボランティアとして常時受入

•どちらかというと、クッキーPJが半
歩さんにご支援いただいている。

•でも、時給を出せる収益はない。



米粉シフォンケーキ
きまぐれ販売中！

• 埼玉県男女共同参画
センターの「しごと準備
講座」で出会ったMさん

• マーブルテラスのキッ
チンで、米粉のシフォン
の製造・販売。

• 現在は、おかし屋でバ
イトスタート（時給）



半歩さん支援って？

【行政には支援がいろいろあるが・・・】
• 障害者：保健福祉局 障害支援課

• 生活困窮者：保健福祉局 生活福祉課

• ひきこもり：保健福祉局こころの健康センター

• 若年無業：経済局 労働政策課（サポステ）

↓

【クッキープロジェクトのスタイル】

• 仕事をシェアして、みんなで少しずつ

• スキルを磨くより、コミュニケーションで元気に

• まぜこぜな人の関わりから、ヒントがみつかる



運営費をどう生み出す？

案１）行政からの委託：

しごと準備講座の企画運営

案２）相談機関・就労支援事業所から請負：

おしごと体験1回 5000円みたいな

案３）障害者B型事業所になる：

定員20人床面積不足

案４）障害者A型事業所になる：

定員10人から。時給を支払えるが、

障害者支援の制度にのる形に。

・・・どれもしっくりこない



カフェで就労支援って、悩ましい

・カフェそのものの運営が不安定（初期費
用の借金もあり）

・家賃補助(10万）と、ボランティアコーディ
ネーター人件費(社保込20万)があれば、
安定的に居場所を運営できるのになあ。


